
●車▼£無線機器の高周波に対応できる、高周波特性に優れる基材と

―般基材とを複合させた「高周波用八イブリット配線板」

機器内の接続コネクタの削減や基板の小型化に寄与します。

プリント回路事業

●高温耐久性、耐振動性に優れた「高耐振動アルミニウム電解コンデンサ」

●大容量、低抵抗の「大形電気二重層コンデンサ」

●低ESR、 低漏れ電流、高温度,長寿命の「八イプリッドアルミニウム電解コンデンサ」

コンデンサ事業
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「七つとJをi追い続Iナたらこ
夢がまた一歩近づいた。

私たちができることつてなんだろう。 もつと使いやすく、もつと美しく、もつと快適に。
昔から、技術革新の原動力は人々の限りない欲求と向上心でした。

未来を見据えて、エルナーは「もつと」を追求し続けます。

[LN屋

スマー トフォン・携帯電話の

「 買いたいプラン ドJラ ンキング

(注)カ ッコ内は調査対象者全体に占める

「 買いたい」と答えた人の害」合 (%)

越境交通協定、運用に課題

した。2020年末までに実施する。海底送電

線の建設計画は計 7件、送電容量は計750万
キロワットに達し、国際送電容量は現状の約 3倍
に増える見通し。他国からの電力融通を引

き上げ、国内の電力料金上昇と供給不足に

対応する狙いだ。 (vwv.jetro.go.jp/bizne

ws/5451eeOc33c20)

www.businesswire.ごom/

▼化粧品の米エスティローダー、高級肌ケア

商品拡充のため美容オイルなどを手がける

米ロディン。オリオ・ルッソを買収 (vw
w.esteclauder,com)

▼調査会社 リサーチ 。アンド・マーケッツ、

中国市場で樹脂製の自動車燃料タンクの使

用比率が2017年までに8割に達すると予測
(wwv.researchandmarkets.com)

▼米フォー ド。モ下夕~、 10月 の米国での新

車販売台数が前年比 2%減の18万 8654台 に
なったと発表 (vvw.fordocom)

▼米の動力制御部品メーカーのレックスノー

ド、発電所向けシャフトロック部品で高い

技術を持つイタリアのメーカーを買収 (w
ww.rexnordocom)

▼ヘルスケア専門の不動産投資信託、米ナシ

ョナル・ヘルス・インベスターズ、米オレ

ゴン州にある高齢者住宅を 565万ドルで取得

したと発表 (vww.nhireitocom)

▼ホテル運営の米バ リュープレイス、オハイ

オ州西部の都市デイ トンに長期滞在型のエ

コノミーホテルを開業 (vwv.valueplaceoc

om)

▼米不動産投資ロウ。エンタープライシズと

米同業アレクタの合弁会社、シア トルで

25階建て分譲マンションの建設を開始 (w
ww.loveenterprises.com)

▼ロボットメーカーの米ゼネックス 。ディス

インフェクション・サービス、紫外線 (U
V)を部屋内に照射してエボラウイルスな
どウイルスやバクテリアを殺菌するロボッ

トを米ラングレー空軍病院に納入 (vww.
xenex.com)
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イ ン ド

ネシア

■ ■タイに進出している日本企業
にとって大きな課題のひとつ

は、 2012年 1こ 3割程度イ古己 がり
した業務用電気料金への対応で

す。電力の高騰の主な原因はラ

オスなどからの電力輸入量の増

加のほか、天然ガスの輸入価格

7割を
ストを

タイの電力の半分を供絵するタイ

発電公社 (EGAT)の 総コス トは
5年間で1.5倍に跳ね上がりました。

タイ、省エネ関連に商機
ｌ

Ｌ

日本総合研究所 総合研究部門 マネジャー 船 田 学 氏

再生可能エネルギーの固定価格買い

取り制度の導入が進めば、さらなる

高騰を招 く恐れさえあります。

特に原価に占めるエネルギーコス

ト割合が高い食品製造業には深刻で

す。実はタイの日本企業の設備は、

省エネ対策の遅れが目立ちます。

2011年の決水後、復旧を優先して現

地調達が可能な旧式の設備でしのぐ

例が多かったためです。インバータ

―機能がないエアコンや発光ダイオ

ー ド (LED)化 されていない照明
などが今でもよく使われています。

日本企業のタイエ場の多くは、現

地スタッフ 100～ 200人に対 し日本

人は 1人といった比率で組織してい
ます。設備のメンテナンスは現地ス

タッフに任せるのが一般的ですが、

省エネ知識に乏しいことが多く、な

かなか効果を得られないのが実情で

す。一層の電力値上げが懸念される

なか、競争力を保つためには、日本
の工場における省エネ化の経験やノ

ウハウを持つ人材が求められます。

ある商社は省エネ設備の販売やコ

ンサルティングのほか、現地の施工

会社のネットワーク化による「ワン

・ス トップ」型のサービスも始めま

した。こうした状況を商機に変える

試みも活発化 しそうです。

タイ発電公社 (EGAT)の総コス ト
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ヤ
ー

一
と
認
こ
し
、
業
罫
皆
こ

一
Ｌ
四
原
匝
儲
隈
垣
品
質
技
術
部
Ｓ
一
生
産
腟
圏
ぱ
彦
Ｒ
勇
避
騰
セ
ツ
一
咽
〉
‘
Щ
に
迎
娯
エ
ネ
ル
ギ
ー
開
老

一

エルナーの技術が生み出すコンデンサとプリント配線板が、車載向けお客様のエーズに、先鋭の技術と高い品質で応えます。


